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総 括 

 
喫緊の課題であった小規模化、特に地域における小規模化について、年度当初に分園型

小規模グループケアの実施が可能な賃貸物件があることが判明し、実施の可否について
様々な検討を行った。 
分園型小規模グループケアの実施は、既存の小規模グループケア（敷地内）と併せて、より

多くの子どもたちが家庭的な環境の中で生活できることにつながる。また、生活空間における
死角の減少や職員への相談のしやすさ、個室化によるプライバシーの確保など、子どもたち
にとって大きなメリットがある。さらに、当施設においては暫定定員数の減少に伴い、財政面
からも新たな事業展開が必要である。 
来年度に新規職員を採用してから実施することも検討したが、子どもたちの生活環境の改

善と施設運営の将来を見据え、職員全体で協議を重ねた結果、勤務面での負担増を承知の
うえで実施することを決定した。そして、職員一丸となって準備を進めた結果、11月下旬に分
園型小規模グループケア及び新たなメンバーによる小規模グループケア（敷地内）を開始す
ることができた。 
開始から4か月が経過し、様々な面で試行錯誤を重ねながら運営を行っている。来年度

は、本館、小規模グループケア（敷地内）、分園型小規模グループケアの3拠点体制となるた
め、それぞれの運営の安定化を図るとともに、情報共有を徹底し、各拠点が孤立しない充実
した体制づくりが必要である。 

 
 
 
重点事項 
 
1​  入所児童に対する支援体制の再構築 
 

作成した基本的処遇マニュアルについて、全職員を対象とした施設内研修を実施し、支援
内容の共有と理解の促進を図った。職員間で処遇に関する共通理解を深めるとともに、日々
の支援の振り返りにおいても、処遇マニュアルを基準として活用することで、支援内容の確認
や検討が行いやすくなった。しかし、十分とは言えない面もあり、今後も継続的に理解を深め
ていく必要がある。 

 
また、個別対応職員を中心に、日常生活の中で児童の声を聞く機会を増やし、児童の思い
や意見の把握に努めた。今後も児童との関わりを丁寧に積み重ねながら、より安心して生活
できる環境づくりに努めていきたい。 

 
各委員会については、リーダーを中心に活発な活動を行うことができた。特に小規模化検
討委員会においては、分園型小規模グループケアの実施が可能な物件情報を受け、開催日
程等を工夫しながら継続的に協議を重ね、実施に向けた具体的な検討を進めた。 

 
一方で、小規模化への対応や施設長の体調不良等の影響もあり、施設長による子どもたち
や職員からの意見聴取は実施していたものの、十分な取り組みとは言えなかった。そのた
め、来年度は実施方法の工夫が必要である。また、施設理念の見直しについても十分に進め
ることができなかったため、今後も継続して検討を行う必要がある。 

 
 

2​ 社会的養育推進計画の推進 
 

小規模化を検討する中で、年度当初に分園型小規模グループケアの実施が可能な賃貸物
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件があることが判明し、施設内で様々な検討を重ねた。小規模化検討委員会を中心に、職員
体制や運営方法、児童の生活環境等について協議を行い、全体会でも検討を重ねた結果、
実施可能との結論に至った。 

 
その後、準備や実施に向けた対応を速やかに進め、関係機関との調整を行いながら、11月
下旬に分園型小規模グループケアを開始することができた。これは、地域の中でより家庭的
な養育環境を実現するための大きな一歩となった。 

 
 

3​ 地域との連携と貢献 
 
南少夏まつりについては、地域の児童や保護者、関係機関等との交流の場として継続して実施し
た。また、PTA、青少協、三里みらい会議等への協力についても引き続き行い、地域との関係づく
りを継続することができた。 
 
防災行事については、9月21日に東日本大震災を経験された佐藤俊郎氏を講師として招き、実体
験に基づく講演及び避難訓練に関する助言をいただいた。当初は施設行事として計画していた
が、中学校から関心が寄せられたことを契機に防災参観日として全校生徒が参加する形となり、
さらに保護者にも参加を呼びかけて実施することができた。地域住民や学校との連携が深まると
ともに、防災意識の共有や世代を超えた学びの機会となった。 
 
また、社会福祉法人として地域における公益的な取組を推進するため、高知市社会福祉法人連
絡協議会の会員として災害対策連携部会に所属し、その活動に継続して取り組んだ。 
 
 
 
主な事業 
 
年間を通しての事業 
（１） 子育て短期支援事業 

延べ利用者数　11名 
延べ利用日数　37日 

 
（２）​ 防災・防犯訓練等 
・防火訓練を毎月実施した。 
・令和7年6月10日、防犯訓練を実施した。 
・令和7年12月22日、風水害対応訓練を実施した。 
・令和7年9月21日、防災行事として防災訓練を実施した。 
　　（防災参観日として中学校の全生徒、教職員及び保護者と合同で実施） 
 
・地震・津波避難訓練を次のとおり実施した。 
　令和7年5月18日 
　令和7年9月21日 
　令和8年1月17日 

 
その他 
　一時保護委託 

延べ受託児童数　1名 
延べ受託日数　126日 
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